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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第２四半期累計期間
第９期

第２四半期累計期間
第８期

会計期間
自平成27年10月１日
至平成28年３月31日

自平成28年10月１日
至平成29年３月31日

自平成27年10月１日
至平成28年９月30日

売上高 （千円） 3,604,087 4,330,025 7,415,711

経常利益 （千円） 197,905 249,362 417,799

四半期（当期）純利益 （千円） 124,543 154,234 263,656

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 20,000 154,550 154,550

発行済株式総数 （株） 2,000,000 2,150,000 2,150,000

純資産額 （千円） 647,154 1,155,851 1,023,117

総資産額 （千円） 1,697,296 2,092,476 1,977,147

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 31.13 35.87 64.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 35.76 64.56

１株当たり配当額 （円） － 10.00 15.00

自己資本比率 （％） 38.1 55.2 51.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 36,094 △1,743 229,504

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △4,569 △15,723 △11,888

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △77,130 △67,038 7,687

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 670,397 856,800 941,305

 

回次
第８期

第２四半期会計期間
第９期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.20 17.60

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在していないため、記載しておりません。

４．当社は、平成27年12月４日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を、また、平成29年４月１日付で普

通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、１株当たり四半期（当期）純利益金額

及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと

仮定して算定しております。なお、第８期及び第９期第２四半期累計期間の１株当たり配当額については、平

成29年４月１日付で行った株式分割前の実際の配当額を記載しております。

５．当社は、平成28年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第８期の潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額は新規上場日から第８期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、日本政府及び日銀による継続的な経済・金融政策等を背景に企業

収益や雇用環境の改善など緩やかな回復基調で推移しております。しかしながら、米国の新政権による政策動向や

中国及び新興国経済の減速やイギリスのＥＵ離脱問題など景気の先行きは不透明な状況にあります。

　人材サービス業界を取り巻く環境におきましては、厚生労働省が発表した平成29年２月の有効求人倍率が1.43倍

と高水準の状態が継続していることに加えて、総務省統計局が発表した平成29年２月の完全失業率の指数は2.8％

と低水準のまま留まる等、人材需要の高まりが続いております。

　このような経済状況のもと、当社の特徴である「高齢化社会型人材サービス」の環境は、内閣府の平成28年版高

齢社会白書によりますと、当社で定義しておりますアクティブシニア（55歳以上の働く意欲のある人）の労働力人

口（55歳以上）は、平成27年度の推計で1,910万人（前年対比1.3％増）、総労働力人口の28.9％を占めておりま

す。アクティブシニアの労働力人口は、年々増加傾向にあり、当社の事業領域も拡大していくことが見込まれま

す。

　このような経営環境の中、当社は継続的な企業価値の向上を実現すべく、シニアワーク事業、シニアケア事業の

積極拡大に努めてまいりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は4,330,025千円（前年同期比20.1％増）、営業利益は244,179千円

（同23.2％増）、経常利益は249,362千円（同26.0％増）、四半期純利益は154,234千円（同23.8％増）となりまし

た。

　なお、当社は「高齢化社会型人材サービス」の単一セグメントでありますが、事業別の業績を示すと以下のとお

りであります。

①シニアワーク事業

　アクティブシニアの就労機会の創造を推進するシニアワーク事業では、大都市圏の大企業を中心としてビルメン

テナンス、ベッドメイキング、ロジスティックスなどの分野でアクティブシニアの人材派遣、人材紹介及び業務請

負を行っております。

　また、オフィスワーク向けとして官公庁の入札案件を積極的に取り組んでまいりました。

　この結果、シニアワーク事業の売上高は1,596,232千円（前年同期比15.6％増）となりました。

②シニアケア事業

　シニアケア事業は、主に介護施設に対して、看護師や介護士等の有資格者の人材派遣、人材紹介及び紹介予定派

遣を行っております。平成26年10月より開始した介護士の人材派遣は積極的な施設の開拓により順調な拡大を図っ

てまいりました。

　この結果、シニアケア事業の売上高は2,733,792千円（前年同期比23.0％増）となりました。

 

(2)財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ115,329千円増加し、2,092,476千円となりま

した。流動資産は、前事業年度末と比べ116,098千円増加し、1,883,909千円となりました。これは主に、現金及び

預金が84,505千円減少した一方で、売上高が増加したことに伴い売掛金が194,212千円増加したことによるもので

あります。固定資産は前事業年度末と比べ768千円減少し、208,566千円となりました。これは主に本社の敷金追加

や池袋支店及び上野支店の移転に伴う差入保証金が10,702千円増加した一方で、有形固定資産が1,047千円、無形

固定資産が7,422千円、長期未収入金が3,800千円それぞれ減少したことによるものであります。

 

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比べ17,404千円減少し、936,624千円となりまし

た。流動負債は、前事業年度末と比べ9,910千円減少し、848,792千円となりました。これは主に、未払費用が

103,070千円増加した一方で、未払消費税等の減少54,913千円、１年内返済予定の長期借入金の減少24,996千円、

前受金の減少19,208千円、未払配当金の減少10,546千円等があったことによるものであります。固定負債は、前事
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業年度末に比べ7,494千円減少し、87,832千円となりました。これは、資産除去債務が2,501千円増加した一方で、

長期借入金の返済による減少9,996千円によるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比べ132,734千円増加し、1,155,851千円となり

ました。これは、四半期純利益の計上による利益剰余金154,234千円の増加、未払配当金の計上による利益剰余金

の減少21,500千円によるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）の残高は、前事業年度末に比べ84,505

千円減少し、856,800千円となりました。

当第２四半期会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は1,743千円（前年同期は36,094千円の収入）となりました。

　主な要因は、税引前四半期純利益249,362千円の計上、未払費用が103,070千円、売上債権が194,212千円それぞ

れ増加した一方で、未払消費税等の減少54,913千円、法人税等の支払額106,558千円があったことによるものであ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は15,723千円（前年同期は4,569千円の支出）となりました。

　主な要因は、差入保証金の差入による支出13,080千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は67,038千円（前年同期は77,130千円の支出）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出34,992千円、配当金の支払額32,046千円によるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

（注）当社は、平成29年４月１日付で１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、発

行可能株式総数は8,000,000株増加し、16,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,150,000 4,300,720
株式会社東京証券取引所

（マザーズ市場）

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。ま

た、単元株式数は100株で

あります。

計 2,150,000 4,300,720 － －

（注）１．当社は、平成29年４月１日付で１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、発行済株式総数が2,150,000株増加しております。

２．平成29年４月１日からこの四半期報告書提出日までの間に新株予約権の行使により、発行済株式総数が

720株増加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年１月１日～

平成29年３月31日
－ 2,150,000 － 154,550 － 134,550

（注）１．平成29年４月１日付をもって１株を２株に株式分割し、発行済株式総数が2,150,000株増加しております。

２．平成29年４月１日からこの四半期報告書提出日までの間に新株予約権の行使により、発行済株式総数が720

株、資本金が180千円、資本準備金が180千円それぞれ増加しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

川嶋　一郎 東京都渋谷区 1,086,630 50.54

溝部　正太 東京都武蔵野市 246,010 11.44

蒲原　翔太 東京都世田谷区 174,660 8.12

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 97,800 4.54

日本マスタートラスト

信託銀行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 36,600 1.70

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10

号
30,800 1.43

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 28,800 1.33

資産管理サービス信託銀行株式会社

（証券投資信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号

晴海トリトンスクエアタワーＺ
21,100 0.98

島田　忠信 東京都豊島区 20,000 0.93

グローバル・タイガー・ファンド４

号投資事業有限責任組合
東京都港区浜松町一丁目30番５号 17,500 0.81

計 － 1,759,900 81.85

　（注）　平成29年３月６日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書においては、大和証券投資信託委託株式会社が

平成29年２月28日現在で次のとおり株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半

期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

　　　　　　なお、その変更報告書の内容は次のとおりであります。

　　　　　　　大量保有者　　　　　　　　　　　大和証券投資信託委託株式会社

　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

　　　　　　　保有株券等の数　　　　　　　　　株式　85,000株

　　　　　　　株式保有割合　　　　　　　　　　3.95％

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,148,900 21,489 －

単元未満株式 普通株式     1,100 － －

発行済株式総数 2,150,000 － －

総株主の議決権 － 21,489 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年１月１日から平成29

年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年10月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当第２四半期会計期間
（平成29年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 941,305 856,800

売掛金 782,741 976,954

前払費用 19,619 24,852

繰延税金資産 20,210 19,118

その他 4,638 7,650

貸倒引当金 △704 △1,465

流動資産合計 1,767,811 1,883,909

固定資産   

有形固定資産   

建物 56,924 59,244

工具、器具及び備品 32,192 33,837

その他 1,328 882

減価償却累計額 △35,504 △40,070

有形固定資産合計 54,941 53,894

無形固定資産   

ソフトウエア 9,901 7,888

ソフトウエア仮勘定 8,964 3,554

無形固定資産合計 18,865 11,442

投資その他の資産   

差入保証金 116,231 126,934

破産更生債権等 4,027 4,480

長期前払費用 636 1,898

繰延税金資産 5,944 6,484

その他 12,715 7,912

貸倒引当金 △4,027 △4,480

投資その他の資産合計 135,528 143,229

固定資産合計 209,335 208,566

資産合計 1,977,147 2,092,476
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当第２四半期会計期間
（平成29年３月31日）

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 70,008 45,012

未払金 46,046 46,285

未払費用 339,745 442,815

未払法人税等 106,540 103,192

未払消費税等 190,224 135,311

前受金 20,803 1,595

預り金 21,998 22,069

賞与引当金 30,652 30,430

返金引当金 432 377

その他 32,250 21,703

流動負債合計 858,702 848,792

固定負債   

長期借入金 53,352 43,356

資産除去債務 41,975 44,476

固定負債合計 95,327 87,832

負債合計 954,029 936,624

純資産の部   

株主資本   

資本金 154,550 154,550

資本剰余金   

資本準備金 134,550 134,550

資本剰余金合計 134,550 134,550

利益剰余金   

利益準備金 5,000 5,000

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 729,017 861,751

利益剰余金合計 734,017 866,751

株主資本合計 1,023,117 1,155,851

純資産合計 1,023,117 1,155,851

負債純資産合計 1,977,147 2,092,476
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 3,604,087 4,330,025

売上原価 2,753,549 3,326,487

売上総利益 850,538 1,003,537

販売費及び一般管理費 ※１ 652,314 ※１ 759,358

営業利益 198,224 244,179

営業外収益   

受取利息 143 28

助成金収入 3,305 5,276

その他 287 183

営業外収益合計 3,736 5,487

営業外費用   

支払利息 1,261 304

上場関連費用 2,184 －

その他 610 －

営業外費用合計 4,055 304

経常利益 197,905 249,362

税引前四半期純利益 197,905 249,362

法人税、住民税及び事業税 70,737 94,575

法人税等調整額 2,624 552

法人税等合計 73,361 95,127

四半期純利益 124,543 154,234
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 197,905 249,362

減価償却費 10,120 7,637

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,768 △222

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,289 1,213

返金引当金の増減額（△は減少） 104 △55

受取利息 △143 △28

支払利息 1,261 304

上場関連費用 2,184 －

売上債権の増減額（△は増加） △102,955 △194,212

未払費用の増減額（△は減少） 90,897 103,070

未払消費税等の増減額（△は減少） △73,893 △54,913

その他 △23,821 △7,089

小計 108,716 105,067

利息及び配当金の受取額 143 28

利息の支払額 △1,233 △280

法人税等の支払額 △71,532 △106,558

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,094 △1,743

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,695 △1,644

有形固定資産の売却による収入 22 15

無形固定資産の取得による支出 △1,512 △2,342

資産除去債務の履行による支出 － △399

短期貸付金の回収による収入 148 155

差入保証金の回収による収入 493 1,573

差入保証金の差入による支出 △1,026 △13,080

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,569 △15,723

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △77,130 △34,992

配当金の支払額 － △32,046

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,130 △67,038

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △45,605 △84,505

現金及び現金同等物の期首残高 716,002 941,305

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 670,397 ※１ 856,800
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成27年10月１日
　　至 平成28年３月31日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成28年10月１日
　　至 平成29年３月31日）

給与手当 256,365千円 302,676千円

広告宣伝費 82,403 84,657

減価償却費 10,120 7,637

貸倒引当金繰入額 2,289 1,323

賞与引当金繰入額 24,376 25,817

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成28年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日）

現金及び預金 　　　　　　 670,397千円 　　　　　　 856,800千円

現金及び現金同等物 670,397 856,800

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の

種類

配当金の総

額（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月18日

取締役会
普通株式 32,250 15 平成28年９月30日 平成28年12月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

（決議）
株式の

種類

配当金の総

額（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月16日

取締役会
普通株式 21,500 10 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

（注）平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割をいたしましたが、上記については、当該

株式分割前の株式数を基準に算定しております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

　当社は、高齢化社会型人材サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

　当社は、高齢化社会型人材サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年３月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 31円13銭 35円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 124,543 154,234

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 124,543 154,234

普通株式の期中平均株式数（株） 4,000,000 4,300,000

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 35円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 12,740

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高があり

ますが、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．当社は平成27年12月４日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を、また、平成29年４月１日付で普

通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。
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（重要な後発事象）

　当社は平成29年１月26日開催の取締役会において、株式分割について決議し、平成29年４月１日付けで普通株式

１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

 

１．株式分割の目的

　株式分割を行い投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性を高めるとともに、投資

家層の拡大を図ることを目的として実施いたしました。

 

２．株式分割の概要

　（１）株式分割の方法

　平成29年３月31日（金曜日）を基準日として、同日の最終株主名簿に記載又は記録された株主が所有する

当社株式を、１株につき２株の割合を持って分割いたしました。

 

　（２）株式分割により増加する株式数

 株式分割前の発行済株式総数 2,150,000株

 今回の株式分割により増加する株式数 2,150,000株

 株式分割後の発行済株式総数 4,300,000株

 株式分割後の発行可能株式総数 16,000,000株

 

　（３）株式分割の日程

 基準日公告日 平成29年３月16日（木曜日）

 分割基準日 平成29年３月31日（金曜日）

 効力発生日 平成29年４月１日（土曜日）

 

　（４）新株予約権権利行使価額の調整

　株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たりの権利行使価額を平成29年４月１日以降、以下のと

おり調整いたします。

  調整前権利行使価額 調整後権利行使価額

 
平成26年９月16日

臨時株主総会決議
1,000円 500円

 

　（５）１株当たり情報に及ぼす影響

　前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合における（１株当たり情報）の各数値はそれ

ぞれ以下のとおりであります。

  

前第２四半期累計期間

（自　平成27年10月１日

　至　平成28年３月31日）

当第２四半期累計期間

（自　平成28年10月１日

　至　平成29年３月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 31円13銭 35円87銭

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 35円76銭

（注）前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高が

ありますが、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。
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２【その他】

　平成29年２月16日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・21,500千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成29年６月５日

 （注）平成29年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年５月15日

株式会社キャリア

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢治　博之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　学　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャ

リアの平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの第９期事業年度の第２四半期会計期間（平成２９年１月１

日から平成２９年３月３１日まで）及び第２四半期累計期間（平成２８年１０月１日から平成２９年３月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアの平成２９年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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